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議案
第１号 承認

専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度山武市一般会
計補正予算（第 3号））
既定の予算額に 3,121 万 5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
207億 3,578 万 3千円とするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第２号 可決 損害賠償の額を定めることについて

部活動中の事故により生じた損害を賠償するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第３号 可決

平成 25 年度山武市一般会計補正予算（第 4号）
既定の予算額に 117万 8千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
207億 3,696 万 1千円とするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　平成 25 年第 2回臨時会が、10 月 31 日に開かれました。
提出された議案は議案 3件で、それぞれ原案のとおり承
認・可決されました。

１０月臨時会

○=賛成、×=反対、欠=欠席    ※議長（小川吉孝）は採決に加わりません。 
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案
第
1
号
に
つ
い
て

Q
　
民
生
費
で
、
災
害
見

舞
金
が
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
見

舞
金
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

市
は
ど
の
よ
う
に
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

A　
市
民
部
長　

家
屋
の

う
ち
、
居
宅
の
被
害
に

対
す
る
見
舞
金
を
考
え
て
い

ま
す
。
給
付
の
対
象
に
つ
い

て
は
、
市
民
部
課
税
課
資
産

税
係
が
、
５
０
０
棟
以
上
を
、

５
班
体
制
で
２
日
間
に
わ
た

っ
て
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

10
月
3
日
及
び
4
日
の
2

日
間
に
わ
た
り
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
適
正
に
予
算

が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
今

後
改
善
を
要
す
る
点
は
何
か

な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
8
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案
は
、
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員
8
名
全
員
賛
成
で
認
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す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
は
以
下
の
通

り
で
す
。

平成 24年度各会計歳入歳出決算

※表示内の金額は、表示単位未満を四捨五入しているため、総額と一致しない場合があります。

直営診療施設勘定
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